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１.背景・目的 

排熱輸送システム 未利用エネルギー 

1次エネルギーのうち,熱として放出 
される分がほとんど利用されることなく 
廃棄されている． 

未利用エネルギーの有効利用が重要． 

• 1日に輸送できる熱量には限界がある． 

容量の多い装置でなければ採算がとれない． 

• 蓄熱・放熱するのに時間がかかりすぎる． 

蓄熱装置の蓄熱時間，放熱時間を変化させる． 

利用効率・有益性を基に排熱エネルギーの効率の良い運用方法を検討． 

目的 

2.研究方法 

3.結果 

熱利用効率を定式化 

1日における稼動量から運用方法の最適案 

熱需要器の温度 放熱時間の決定方法 

収益性を定式化 

4.まとめ 
・    需要器の温度一定の場合と温度上昇の場合を比較すると，温度一定の場合の方が効率・収益ともに高いと 

   いう結果になった． 

・  1日における稼動量から最適値を算出すると，需要器の温度一定，蓄熱時間47分，放熱時間23分， 

   移動時間60分の運転で46.2(kWh)で最も効率が良く，収益は565.7(円)となった． 

・   1日当たりのエネルギー効率は512.8(kWh),収益は6268(円)となった． 

 

ⅰ)  温度一定 
ⅱ) 温度上昇 

ⅰ) 放熱率一定  
ⅱ)蓄熱時間により定める 

1バッチにおける経費 

燃料費 =80 (円/L)×4.67 (L/h) ×t3 (h) 

人件費 = 11000 (円/日) ×      (日) 
t₁ + t₂ + t₃
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ポンプ駆動費 

温度一定  5.5 kW × t1 + (2.2 + 1.5 kW) × t2 

温度上昇  (5.5 kW × t1) × 2 + (2.2 +1.5 kW) ×t2 

熱需要 温度一定

放熱率一定 79%
熱利用効率 133.1 kWh/日

収益 1016円/日
1バッチの時間 346分

蓄熱時間により
定める

t2=t1/2

熱利用効率 512.8kWh/日
収益 6268円/日

1バッチの時間 130分

放熱率を変化させた場合 時間比を変化させた場合 

図 1 蓄熱時間・放熱率・ 
利用効率を表した関数 

図 2 蓄熱時間・放熱比・ 
利用効率を表した関数 

表1  1日における稼動量 


